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（
理
事
長
等
へ
の
報
告
義
務
）

第
十
一
条
の
二

監
事
は
、
役
員
（
監
事
を
除
く
。）が
不
正
の
行
為
を
し
、
若
し
く
は
当
該
行
為
を
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
こ
の
法
律
若
し
く
は
他
の
法
令
に
違
反
す
る
事
実
若
し
く
は
著
し
く
不
当
な
事
実
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
理
事
長
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
文
部
科
学
大
臣
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
理
事
長
又
は
監
事
を
任
命
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、必
要
に
応
じ
、

公
募
（
理
事
長
又
は
監
事
の
職
務
の
内
容
、
勤
務
条
件
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
公
示
し
て
行
う
候
補
者
の
募
集
を

い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
活
用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
募
に
よ
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、
透
明
性
を
確
保
し
つ
つ
、
候
補
者
の
推
薦
の
求
め
そ
の
他
の
適
任
と
認
め
る
者
を
任
命
す
る
た
め
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
役
員
」
を
「
理
事
長
及
び
理
事
」
に
改
め
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

監
事
の
任
期
は
、
そ
の
任
命
後
四
年
以
内
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
第
三
十
二
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
の
財
務
諸
表
の
承
認
の
時
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
監
事
の
任
期
は
、
前
任

者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

第
十
三
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
役
員
の
忠
実
義
務
）

第
十
三
条
の
二

事
業
団
の
役
員
は
、
そ
の
業
務
に
つ
い
て
、
法
令
、
法
令
に
基
づ
い
て
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
処

分
及
び
事
業
団
が
定
め
る
助
成
業
務
方
法
書
、
共
済
規
程
、
共
済
運
営
規
則
そ
の
他
の
規
則
を
遵
守
し
、
事
業
団

の
た
め
忠
実
に
そ
の
職
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
役
員
の
報
告
義
務
）

第
十
三
条
の
三

事
業
団
の
役
員
（
監
事
を
除
く
。）は
、
事
業
団
に
著
し
い
損
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
事
実
が

あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
当
該
事
実
を
監
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
役
員
等
の
損
害
賠
償
責
任
）

第
十
七
条
の
二

事
業
団
の
役
員
又
は
会
計
監
査
人
は
、
そ
の
任
務
を
怠
っ
た
と
き
は
、
事
業
団
に
対
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。

２

前
項
の
責
任
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
承
認
が
な
け
れ
ば
、
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
十
八
条
第
六
項
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
他
の
役
員
及
び
職
員
に
つ
い
て
の
依
頼
等
の
規
制
等
）

第
二
十
一
条
の
二

独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
五
十
条
の
四
か
ら
第
五
十
条
の
九

ま
で
の
規
定
は
、
事
業
団
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
中
期
目
標
管
理
法

人
の
」
と
あ
り
、
及
び
「
当
該
中
期
目
標
管
理
法
人
の
」
と
あ
る
の
は「
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
の
」

と
、「
当
該
中
期
目
標
管
理
法
人
と
」
と
あ
る
の
は
「
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
と
」
と
、「
当
該
中
期
目

標
管
理
法
人
が
」
と
あ
る
の
は
「
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
が
」
と
、「
当
該
中
期
目
標
管
理
法
人
に
」

と
あ
る
の
は
「
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
に
」
と
、「
中
期
目
標
管
理
法
人
役
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
事

業
団
役
職
員
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
同
法
第
五
十
条
の
四
第
二
項
第
一
号
及
び
第
五
号
、
第
三
項
並
び
に
第
五

項
、
第
五
十
条
の
六
、
第
五
十
条
の
七
第
一
項
、
第
五
十
条
の
八
第
三
項
並
び
に
第
五
十
条
の
九
中
「
政
令
」
と

あ
り
、
並
び
に
同
法
第
五
十
条
の
六
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
主
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
科
学
省
令
」と
、

同
法
第
五
十
条
の
四
第
二
項
第
四
号
中
「
第
三
十
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事

業
団
法
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
二
条
第
一
項
」
と
、
同
号
及
び
同
項
第
五
号
並
び
に
同
法
第
五

十
条
の
八
第
三
項
中
「
主
務
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
科
学
大
臣
」
と
、
同
法
第
五
十
条
の
四
第
二
項
第
五
号

中
「
第
三
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
法
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用

す
る
第
三
十
五
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
総
務
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
科
学
大
臣
」
と
、
同
条
第

六
項
中
「
こ
の
法
律
、
個
別
法
」
と
あ
る
の
は
「
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
法
」
と
、「
業
務
方
法
書
、

第
四
十
九
条
に
規
定
す
る
規
程
そ
の
他
の
規
則
」
と
あ
る
の
は
「
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
助
成
業

務
方
法
書
、
同
法
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
共
済
規
程
、
同
法
第
二
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
共
済
運
営
規
則

そ
の
他
の
規
則
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
五
条
第
四
項
及
び
第
五
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

助
成
業
務
方
法
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

助
成
業
務
の
方
法

二

理
事
長
及
び
理
事
の
職
務
の
執
行
が
法
令
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
事
業
団
の
助

成
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

三

そ
の
他
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項

５

前
項
の
規
定
は
、
共
済
運
営
規
則
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中

「
助
成
業
務
」
と
あ
る
の
は
、「
共
済
業
務
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
評
価
等
の
指
針
の
策
定
、
中
期
目
標
、
中
期
計
画
、
年
度
計
画
及
び
評
価
等
）

第
二
十
六
条

事
業
団
の
助
成
業
務
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
、
第
二
十
八
条

の
二
、
第
二
十
八
条
の
四
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
（
第
二
項
第
七
号
を
除
く
。）、
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第

三
十
二
条
、
第
三
十
五
条
及
び
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
十
二
条

の
二
第
二
項
中
「
前
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
規
定
す
る
規
定
又
は
同
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
の
規
定

に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
法
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条

の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
に
意
見
を
述
べ
た
と
き
、
又
は
同
法
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第

二
十
九
条
第
三
項
、
第
三
十
二
条
第
五
項
若
し
く
は
第
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
に
」と
、

同
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
、
第
三
十
五
条
の
四
第
一
項
の
中
長
期
目
標
及
び
第
三
十
五
条
の
九
第
一
項

の
年
度
目
標
の
策
定
並
び
に
」
と
あ
る
の
は
「
の
策
定
及
び
」
と
、
同
項
及
び
同
条
第
三
項
中
「
第
三
十
二
条
第

一
項
、
第
三
十
五
条
の
六
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
五
条
の
十
一
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
三
十
二
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
、
第
二
項
第
一
号
及

び
第
三
項
、
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条
（
第
三
項
を
除
く
。）並
び
に

第
三
十
五
条
（
第
五
項
を
除
く
。）中
「
主
務
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
科
学
大
臣
」
と
、
同
法
第
二
十
八
条
の

二
第
二
項
中
「
と
き
は
、
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
が
次
条
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
る
研
究
開
発

の
事
務
及
び
事
業
に
関
す
る
事
項
に
係
る
指
針
の
案
の
内
容
を
適
切
に
反
映
す
る
と
と
も
に
」
と
あ
る
の
は
「
と

き
は
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
中
期
目
標
、
第
三
十
五
条
の
四
第
一
項
の
中
長
期
目
標
及
び
第
三
十
五
条
の
九
第

一
項
の
年
度
目
標
」
と
あ
る
の
は
「
中
期
目
標
」
と
、
同
法
第
二
十
八
条
の
四
中
「
独
立
行
政
法
人
」
と
あ
り
、

同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
、
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び

第
二
項
並
び
に
第
三
十
五
条
第
四
項
中
「
中
期
目
標
管
理
法
人
」
と
あ
り
、
並
び
に
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
、

第
三
十
二
条
第
四
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
当
該
中
期
目
標
管
理
法
人
」と
あ
る
の
は「
日

本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
」
と
、
同
法
第
二
十
八
条
の
四
中
「
第
三
十
二
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
六

第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
三
十
五
条
の
十
一
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
二
条
第

一
項
」
と
、「
年
度
計
画
、
第
三
十
五
条
の
五
第
一
項
の
中
長
期
計
画
及
び
第
三
十
五
条
の
八
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
第
三
十
一
条
第
一
項
の
年
度
計
画
又
は
第
三
十
五
条
の
十
第
一
項
の
事
業
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
年

度
計
画
」
と
、
同
法
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
八
号
、
第
三
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
二
条
第
二
項

中
「
主
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
科
学
省
令
」
と
、
同
法
第
三
十
条
第
二
項
第
五
号
中
「
不
要
財
産
又
は
」

と
あ
る
の
は
「
不
要
財
産
（
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
法
第
三
十
八
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八

条
第
三
項
に
規
定
す
る
不
要
財
産
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
」
と
、
同
法
第
三
十
五
条
第
一

項
中
「
の
継
続
又
は
組
織
の
存
続
の
必
要
性
」
と
あ
る
の
は
「
を
継
続
さ
せ
る
必
要
性
、組
織
の
在
り
方
」と
、「
業

務
の
廃
止
若
し
く
は
移
管
又
は
組
織
の
廃
止
そ
の
他
の
」
と
あ
る
の
は
「
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
に

関
し
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
こ
れ
に
」
の
下
に「
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
作
成
し
た
」を
加
え
、「
を

添
え
、
監
事
の
意
見
を
付
け
て
」
を
「
並
び
に
監
査
報
告
書
及
び
会
計
監
査
報
告
書
を
添
付
し
て
」
に
、「
次
条
第
一

項
第
一
号
」
を
「
第
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
監
事
の
意
見
を
付
け
て
」
を
「
監
査

報
告
書
及
び
会
計
監
査
報
告
書
を
添
付
し
て
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
同
項
の
監
事
の

意
見
を
記
載
し
た
書
面
」
を
「
監
査
報
告
書
及
び
会
計
監
査
報
告
書
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条

に
次
の
二
項
を
加
え
る
。
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